
平成 20年 1 1月 2 5日

県響記者クラプ  各 位

岩手県警無本音ほ 会 計裸

冊用費の執行に関する事務処理の胴査結果について

全所属を対象として、みだしの調査を実施したので、その結果について、次のとおりお

知らせします。

【要雷】

1 全 所属を対象に平成 15年 度から20年 度までの需用費の執行状況に開して、不

適切な事務処理の実態について調蔵を実施した。

2 調 査力VA‐l■、金所属の会計経理を担当した職員や関係業者からの聴き取り等によ

り、実施した。

3 調 続の結果、「預け金」、「井皆え」、「年度繊え」が響業本部及び幹袋署で確認さ

れたほか、「一格払い」が警韓ホ普卜で確認された。

4 今 後、職員の意識改革、チェック体制の見直し、システムの検証を行うなど再発

防止に向けた対策を推進する。

1 泉 齢瑠益の胡襲

(1)対 象年度

平成 15年 度から20年 度まで

(2)対 象機関

警舞本部及び警無署の全所属 (46断 属〉

(3)実 施方法

ア 職 員の聴き取 り調査

平成 15年 度以降の金所属の経理担当者く延ぺ 277人 )から、不適切な帯務処理

の有無等について聴き取り調査を実施 した。

イ 業 者への訪商調査等

不適切な寄務処弾が認められた所属との前で契約のあつた 12社 を警務部職員が

訪問し、経理担当者又は営業担当者から説明を受けた。

2 調 査結果

(1)警 祭本部及び警祭署において 「預け金J、「差替え」、「年度越えJが 碑認された。

(2)誉 嘉本部において 「
―矯払い」が確認 された。

(3)部 署別調査紺果

別表のとおり

(4)不 適切な事務処理の金額

「預け金」

…
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ア 平 成 15年 度から平成 20年 度までの問における発生総額

24所 属   24, 333.206円
・ 警 察本部(15所柄)

生活安全企画課、地域操、少年謀、生活環境課、刑事企画操、捜査第
一課、

位登第二課、機動捜蒼隊、交通企画課、運転免許課(交 通機動隊、高速遣路

交通警察隊、公安操、讐備操、帯熊学校
・ 響 祭 署 (9所属)

盛岡東署、岩手署、栄波署、一開署、千阿署、緑石需、宮古署、岩泉署、久

誌署

イ 平 成 20年 10月 末現在の総強高

1 6 所属       8 6 4 , 7 5 5 円

・ 勢祭本部(10所属)

生活安全企画操、少年課、生活環境裸、刑事企画傑、捜査第二課、交細企画

課、通幡免許裸、交通機動隊、高速遺陪交通響幾隊、普捕課

・ 警 察 署 (6所摘)

盛岡東需、岩宇署、一閥署、徐石器、宮古署、岩泉署

3 今 後の対応

(1)再 発防止対策の実施

職員の意識改料、チ五ツク体制の見ドし、システムの検証を行うなど再発防止に向

けた対策を謡ずる。

(2)職 員の責任

不適切な寧務処理に直接関係した職員や管理監督者について、その賛任を明らかに

し、責任の皮合いに応じて処分を検討する。
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【や考2】 r預 け金」等の期型
「預け金』

事実と異なる内容の関係書類を作成するなどして、契約 した物品が納入されていな

いのに納入されたこととして、業者に代金を文払い、後の物品購入の代金等として業

者に督理させるなどしていたもの。

「差普え」

業者に事党と果なる請求需特を提出させ、契約 した物品とは異なる別の物品に差背

えて納入させていたもの。

「一播払い」

文出負担行為等の正規の会計卜処理を行わないまま、随時、業者に物品を納入させた

上、後日、納入された物品とは異なる物品の請求書を提出させ、これらの物品が納入

されたこととして事実と異なる関係書類を作成し、補用費から賠入代金を
一播して支

払つていたもの。

「年度赳え」

興約した物品が年度内に納入されたこととし、関係書類に事架と典なる機収日付を

鈍職するなどして需用費を支出していたもの。

い 考 1】 「冊用費Jの 定穣

補用費とは、事務事業の執行に伴う物品の船八、取得及び植理に要する経費、その

効用が比較的短期間に消費される性質のもの(消耗品費等)をいう。
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丹け表

部磐別調査結果

l 預 け金

H 1 5 年 H 1 6 年 H].7年 H 1 8 年 H 1 9 年 H 2 0 年 計

帯 崇 本 部 ( 1 0 )

1●3761,960

( 9 )

1,309,078

( 9 )

810,482

( 1 0 )

112523549

( 7 )

409,399

( 2 )

Sれな,1!53

( 1 5 )

8,587,871

警  纂  霜 ( 3 )

3,167,922

( 4 )

2,305,978

( 6 )

3,642,449

( 9 )

3,343,691

( 6 )

4,392,466

( 4 )

892】829

( 9 )

17}745,335

計 ( 】、3 )

4j929,882

( 1 3 )

4,115,056

( 1 5 )

4,452,881

( 1 9 )

4‐596,240

( l 丹)

4,8011,86S

( 6 )

l,4373282

(24)

24,333,206

(単位 十円)

(粕比 1円)

(単位 :円)

(耶は 1円)

( )内 の数は、所属数をます。

2 差 替え

( )内 の数は、所届数を表す。

3 -括 払い

( )内 の数は、所属数を疲す。

4 年 度避え

H R 5 午 H16年 H 1 7 年 H 1 8 年 H 1 9 午 H 2 0 午
一４
１

警 察 本 部 くl 〉

5,497

( 1 )

打, 5 1 5

( 2 )

10,012

群  象  署 ( 1 )

48,980

( 1 )

45,150

( 1 )

231625

( 2 )

117,705

計 ( 1 )
5,497

( 1 )
48,930

( 2 )

49,665

( 1 )

23,625

( 4 )

127,717

蔦 I、S年 H 1 6 年 H 1 7 年 H 1 8 年 H19年 H 2 0 年 計

警 鱒 本 部 ( I )

5,25o

( 〕)

5,250

準 崇  署

計 ( 1 )

5,250

( 1 )

5,250

H 1 5 年 H 1 6 年 H 1 7 年 H18年 H 1 9 年 H 2 0 年
ユ

ロ

警 禁 本 部 ( 2 )

321,703

( 1 、)

22,470

( 1 )

3,150

( 1 )

1,365

( 5 )

348ヵ688

酔 察  署 ( 2 )

70,257

( 1 )

18,900

( 1 )
49,140

( 1 )

42魯,215

( 3 )

566,512

計 ( 2 )

70,257

( 3 )

340,603

( 2 )

7 1 , 6 1 0

( 1 )

3,150

( 2 )

429,580

( 8 )

915,200

( )内 の数は、所属数社表す。
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